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1．中国語版「外国人児童生徒支援のための学校通知文作成ソフトウェア」について 

 中国語版｢外国人児童生徒支援のための学校通知文作成ソフトウェア」は、中国語ができない学校関係者が、

中国語で通知文を作成するためのソフトウェアである。本ソフトウェアはマイクロソフト社のエクセル(Excel)
を使用して作成したものであり、使用するためにはエクセルが必要である。 

 本ソフトウェアは「学校通知文例集」「語彙集」「説明書」からなる。本ソフトウェアは全国の学校で対応で

きるように、使いやすさを重視して、記載事項を基本的なものだけにとどめておいた。各学校(おもに宮崎県・

栃木県)の通知文を調査したところ、挨拶文や担当者、また書式などはさまざまであったが、通知する必要事項

は非常に限られていることがわかった。その必要事項を抽出したものが基本となっている。使い方は、通知文例

集の中から該当する内容（「入学式」「運動会」など）を開き、不必要な項目(行)を削除すれば基本的な部分が

できあがる。さらに、個別に入力する日付、場所や付け足したい事項を「語彙集」からコピーして張り付ければ

通知文が完成する。日本語の項目を見て作業すれば、中国語併記の通知文が完成するという仕組みになっている。 

 

２．本ソフトウェア作成の経緯 

  近年、第二言語として日本語 JSL（Japanese as a Second Language)を学ぶ子どもが急増してきている。その結果、

学校現場ではコミュニケーションの手段である日本語ができず、文化的背景も異なる児童生徒の就学という事態

に直面することとなった。日本語学校は基礎的な日本語教育を目的としており、学校教育は教科教育を中心とす

る学力向上を目的としている。JSL 児童に対しては、日本語教育と教科教育の両方に対応しなければならない。

学校教育の現場では日本語教育の経験がない学校教師が、その対応を行っている現状がある。 

さらに、未成年を対象としている学校教育では、保護者とのコミュニケーションが不可欠である。JSL 児童生

徒は学校で日本語を学習できるが、その保護者は日本語学習に状況的に恵まれていないことが多いため、日本語

では簡単なコミュニケーションしかできない話者たちも多い。通知文レベルの日本語表記を読めない保護者はさ

らに多い。遠足、運動会、家庭訪問、授業参観などの行事に関しては、保護者の同意や協力が必要である。しか

し、日本語で通知文を書いても理解することは難しい。それでは保護者の母語で書けばよいのだが、外国語に精

通している学校教員はほとんどいない。八方塞がりの状態である。 

 都留文科大学の早野慎吾を代表とする研究グループでは、2004 年度から外国人児童生徒の実態調査を行ってき

た。特に栃木県および宮崎県を重点的に調査してきているのだが、JSL 児童生徒を受け持っている教員の多くが

学校通知文作成に困惑していた。特に外国人児童が少人数しかいない学校では、通訳をつけることができずに、

すべてを担当教員が抱え込んでいるという状況にある。この現況を解決するために作成したのが、本ソフトウェ

アである。 

 外国人児童生徒多数地域では、通訳が保護者の母語に翻訳した通知文を作成している例が多い。たとえば、栃

木県真岡市教育委員会が作成した「真岡市日本語教室通知文例集」。これに記載されている通知文は、日本語表

記の下部に外国語訳（ポルトガル語・スペイン語・英語）が記載されている。日本語表記を通訳が外国語に翻訳

したのである。その通知文は日本語と外国語が併記されているために、担当教員と外国語話者（保護者）のどち

らも内容が理解できるという利点がある。いろいろと調べてみると、外国人児童生徒の多い地域では、同じよう

な通知文例集を作って対応していることがわかった。このような通知文の最大の欠点は、翻訳者が必要というこ

とである。真岡市は、外国人児童生徒が 200 人を超える外国人児童生徒多人数地域で、ポルトガル語・スペイン

語に精通した通訳がいる。そのため、各学校にあった外国語・日本語併記の通知文作成が可能となる。 

 問題は、通訳がいない少人数地域および少人数校である。在籍数でいうと５人未満の学校が全体の約 80%(5,877
校のうち、4,601 校）を占めており、在籍人数別市町村数でも全体の約半数(851 市町村のうち、424 市町村）が 5
人未満となっている(文部科学省調査 2007 年 9 月 1 日現在）。そのような少人数地域および少人数校では、通訳

を雇っていない場合も多く、雇っていてもネイティブスピーカーというだけで、逆に日本語に難のある場合もあ

る。JSL 児童の通訳として雇ったが、１年も経たずに通訳よりも児童の日本語力の方が上になったという例もあ

る。少人数地域では、適切な通訳を雇うのも困難な状況にある。 

 通知文を作成するための文献もあり、また外国語訳された通知文をホームページに掲載している例もある。し

かし、知識のない外国語を入力するだけでも大変で、実際に通知文を作成しようとしてもできない場合が多い。

本ソフトウェアは、通訳がおらず、さらに中国語の知識がない学校関係者を想定して作成している。複雑な内容

には対応できないが、基本的な通知文に関しては、短時間で作成できるように考慮している。 



 

3．本ソフトウェア作成者について 

本ソフトウェアは、早野慎吾を代表とする研究グループ(外国人児童生徒日本語支援研究会)が作成したもので

ある。全体の総括および構成は早野慎吾が行った。基礎的項目のデータ入力で中心的に活動したのは小田原恵美

子である。ポルトガル語版は川添桃、中国語版は劉薇、英語版はデボラ オチが中心で対応している。ポルトガ

ル語版に関しては MARTORELLI 夫妻に協力頂いた。各学校の実態調査には、上記メンバーの他、松井洋子、田

中利砂子、佐藤和之、宮田好恵が参加している。 

本ソフトウェアの著作権は早野慎吾および立川日本語・日本語教育研究所が有する。外国人児童生徒の支援目的

であれば、誰でも無料で使用できる。 

  

                                  早 野 慎 吾(都留文科大学 教授) 
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本ソフトウェアに関するご意見、ご要望は以下のところまでご連絡ください。 

 

〒190-0012 東京都立川市曙町 3-4-20  

立川日本語・日本語教育研究所研究会内 立川言語文化研究所事務局 

Tel 5131042-848-(代表) 

E-mail tachikawa-nihongo@outlook.jp 

 



１．通知文例集・語彙集の使い方 

 

＊文例集のファイルと語彙集のファイルがあります。 

 中国語中心の通知文を作成する時は文例集ファイル、日本語で作成されたものに中国語を加える時は語彙集のファイル

を使います。 

 

文例集の使い方 

 

1. 通知文例集の各シートには XX で記されている部分に必要事項を入力する。 

日付・曜日・学校名・校長名・行き先等、それぞれのセルをクリックして入力する。 

2. 必要でないものは行ごと削除する。 

＊は二者択一（遠足・集金）。不要な方を必ず削除する。 

3. 印刷する。 

 罫線印刷は“なし”で設定。                     

 

 
     年  月 日  

     2008 年  5 月 1 日  
   学校名 学校名称 宮崎小学校  
   校長  校长 宮崎 一郎  
 保護者各位        
 各位学生家长      
   遠足の実施について（お知らせ）    
   有关春/秋游(校外学习)的通知   
         
    月 日 曜日   

１ 日時 日期   5 月 20 日 (星期五) 

         
  * 雨天決行 雨天照常实施. 

  * 雨天中止 雨天停止 

         
２ 行き先(方面) 前往地点  動物園  
         
３ 日程 日程 学校集合 学校集合时间  8:20   
   学校出発 学校出发时间  9:00   
   学校着 到达学校时间 15:00   
   解散 解散时间 15:20   
         
４ 費用 费用  ￥1,500     

   交通費 车费   

   入場料 门票费   

   その他 其他   

   集金日：5月 10 日 收款日 5 月 10 日 

         
 
 
 
     

 

＊は選択 

どちらか 

を削除 

必要ない 

ものは、 

行ごと 

削除 

 

曜日は、語彙集

カレンダー欄を 

参照 



語彙集の使い方 

時間割・通知文などの日本語の上に、語彙集を参照し中国語を書き加える。 

曜 月 火 水 木 金  

 

日 

 

１４ 

 

１５ 

 

１６ 

 

１７ 

 

１８ 

 

行

事 

全校晨会 

全校朝会（朝礼） 

收款 

集金 

春/秋游 

遠足 

  结业式 

終業式 

 

 

１ 

 

语文 

国語 

 

音乐 

音楽 

 语文 

国語 

算术 

算数 

 

 

２ 

自然 

理科 

 

手工 

図画工作 

 

遠 

语文 

国語 

综合学习 

総合学習 

 

 

 

３ 

体育 

体育 

 

手工 

図画工作 

 体育 

体育 

音乐 

音楽 

 

 

４ 

算术 

算数 

 

综合学习 

総合学習 

 

 

足 

社会 

社会 

结业式 

終業式 

 

給

食 

午饭时间 

○ 

 

○ 

 

× 

 

○ 

 

○ 

 

 

５ 

社会 

社会 

习字 

書写 

 

 

 

算术 

算数 

班级活动 

学級活動 

 

 

６ 

  

 

 

 业余活动 

クラブ活動 

  

 

準 

 

備 

 

物 

分发午饭用服装 

給食着   

口罩 

マスク 

牙刷 

歯ブラシ 

口杯 

コップ 

笛子 

リコーダー  

剪子 

はさみ 

胶水 

のり 

图画用具 

絵の具 

   

盒饭 

 弁当 

水壶 

すいとう 

茶点 

おやつ 

垫布 

しきもの 

游泳衣/裤 

水着 

 

クラブの用意 

 

 

笛子 

リコーダー 

 

 

      暑假 

もうすぐ夏休み 

      暑假 

７月１９日から８月３１日まで夏休みです。 

夏休みの生活の決まりをよく守って、健康で楽しい毎日を過

ごしましょう。 

返校日 

登校日は  ８月１日（金）と８月２１日（木）です。 

  必备物品          校内用鞋 ・铅笔盒 

《持ってくるもの》 上靴・筆箱 

 

      收款 

７月の集金のお願い 

 

     春/秋游 ・交通费 

遠足バス代     ￥１，５００ 

     班级费 

＋ 学級費     ￥   ３００       

     合计 

   合 計     ￥１，８００ 


